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　　平成26年５月から本年５月までの11年間にわたり一般社

団法人花巻観光協会会長を務めました。

　本市とその周辺地域における観光物産資源の発掘とその

振興を図り、国内外からの観光客の誘客促進をはじめ、受

入体制の整備と観光物産産業の発展を促進。さらに、本市

の観光振興の基本的な考え方や今後の取り組みの方向性を

示した「花巻観光振興ビジョン」の策定や、令和２年10月の

観光地域づくり法人（ＤＭＯ）への登録など、観光振興に尽

力しました。

　また、花巻商工会議所において商工会議所活動の伸展と

円滑な運営にあたり、地域発展に寄与し商工会議所の社会

的信用と地位、存在感の向上に務めました。
（東和町土沢 71歳）
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（石鳥谷町中寺林 83歳）

　平成22年４月から本年３月までの15年間にわたり、花巻

市防犯協会副会長兼石鳥谷総支部総支部長を務めました。

　安全・安心なまちづくりの実現に向けて、地域での防犯

思想の啓発、季節の地域安全運動、各種地域防犯活動、街

頭啓発活動、青少年の健全育成活動などの活動に力を注ぎ

ました。　

　また、石鳥谷夢まつりなど、大規模なイベントが行われ

る際には、市民のために自主的に防犯パトロールを実施す

るなど、長年にわたり市勢の発展と地域防犯の向上に寄与

しました。

安全・安心なまちづくりを目指し活動
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　　平成11年７月に在京花巻人会の理事に就任し、平成12年

７月から本年６月までの25年間にわたり会長を務めまし

た。

　会員相互の交流と花巻発展への貢献を信条とし、総会・

集いの開催や、年３回の「在京花巻人」の発行、都内歩こう

会を通じて会員の情報交換と親睦交流に努め、会の発展に

尽力しました。

　さらに、市内中学校の修学旅行の際には、ふれあい研修

として企業訪問の機会を提供したほか、花巻観光物産展へ

の協力や友好都市平塚市との積極的な交流を図るなど、長

年にわたり市勢の発展と産業の振興に寄与しました。

本市と在京花巻人会の発展に寄与

　花巻市歯科医師会会長として同会の活動を牽引し、市民

の生活と健康を守り、支えるための活動に尽力。同会理事

就任から通算して25年間にわたり、市の歯科口腔保健の推

進と救急歯科医療体制の確保に努めました。

　34年間にわたり地域の小・中学校の学校歯科医を務めて

いるほか、本年で24回目となる「花巻市歯科保健大会」を定

着させ、市民への歯科口腔保健の普及・啓発を促進。

　さらに、岩手県歯科医師会理事として東日本大震災津波

で犠牲となったご遺体の歯による身元確認に多大な貢献を

したほか、花巻市健康づくり推進協議会、岩手県中部保健

所運営協議会などの委員を歴任し、市勢の発展と市民の健

康福祉の向上に寄与しました。

歯科口腔保健の推進に貢献

（石鳥谷町南寺林 70歳）

　平成15年８月に石鳥谷町議会議員として初当選以来、石

鳥谷町議会議員を２年５カ月、市議会議員を16年７カ月務

めました。

　石鳥谷町議会議員在任中は、産業土木常任委員会委員、

議会広報編集特別委員会委員、合併問題調査特別委員会委

員を務め、町勢の発展と４市町合併の推進に尽力しました。

　平成18年の新市発足後は、総務常任委員会、福祉常任委

員会、議会運営委員会、はなまき市議会だより編集委員会

の委員長、産業建設常任委員会の副委員長を務めました。

また、文教福祉常任委員会や、花巻空港対策、議会改革検

討、新花巻図書館整備などの各特別委員会に所属。市勢の

発展に尽力するとともに議会運営の円滑化に努めました。

石鳥谷町議会議員・花巻市議会議員として尽力
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【問い合わせ】 本館総務課（☎41-3507）

　　11月３日、本市の最高位の表彰である市勢功労者

の表彰式を花巻温泉ホテル紅葉館で開催しました。

市勢の発展に大きく貢献したことにより表彰され

た、５人の皆さんを紹介します。
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（東京都渋谷区 84歳）
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（星が丘 71歳）
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